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Ⅰ．事業報告



 
令和 3 年度(2021 年度)の事業報告 

 
Ⅰ．公益目的事業 

 
１．競技会に関する事業 

(１) スズキワールドカップ 2021 第 32 回エアロビック世界大会 

・「SUZUKI WORLD CUP 2021 第 32 回エアロビック世界大会」は世界的なコロナウイルスの感
染拡大により、海外の選手団の招聘が不可能なため中止となった。 

(２) スズキジャパンカップ 2021 第 38 回全日本総合エアロビック選手権大会 

・国内最高峰の競技大会として「スズキジャパンカップ 2021 第 38 回全日本総合エアロビック選
手権大会」の都道府県大会、地区大会、全国大会を開催した。 

・全国大会は、コロナウィルス感染拡大防止の観点から原則として無観客大会とし、選手関係者
の枠を広げて行った。 

・全国大会は 2 日間開催で行い、1 日目は幅広い年齢層の種目、2 日目は日本代表選手選考会を兼
ねる種目を実施した。 

①都道府県大会 
・都道府県大会は、コロナウイルス感染拡大の影響により下記の 6 県の開催となった。 

(茨城、埼玉、静岡、長野、岡山、福岡、長崎） 
・都道府県大会が開催できない場合は、推薦による地区大会出場の選出を行った。 

②地区大会 
東日本地区大会 動画審査 参加者 95 名 
西日本地区大会 9 月 19 日(日) RACTAB ドームサブアリーナ 参加者 55 名 
九 州 地 区 大 会  9 月 25 日(土) 福岡市立早良体育館 参加者  50 名 
中 部 地 区 大 会 10 月 10 日(日) 千種スポーツセンター 参加者  58 名 
東 北 地 区 大 会 10 月 31 日(土) 仙台市泉総合運動場体育館 参加者  9 名 

③全国大会 

期 日 11 月 6 日(土)・7 日(日) 

会 場 大田区総合体育館(東京都大田区) 

出場者 194 名 

放 送 NHKBS-1 11 月 20 日(土)  9:00～10:50 (100 分番組) 

(３) 第 17 回 JOC ジュニアオリンピックカップ 全国エアロビック選手権大会 in 袋井 2022 

・ユースの全国大会として、「JOC ジュニアオリンピックカップ 全国エアロビック選手権大会」
を静岡県袋井市と協力して開催した。 

・コロナウイルス感染拡大の影響により、前年同様、動画審査で行った。 

期 日 3 月 5 日(土)、6 日（日） 

会 場 東京流通センター第 3、第 4 会議室（東京大田区） 

参加者 270 名 



(４) 第 21 回全日本学生エアロビック選手権大会 

第 1 回全国ジュニア・ユースエアロビック選手権大会 

・コロナウイルス感染拡大の影響により、動画審査で行った。 
期  日 10 月 23 日(土)、24 日(日) ※審査日 
参加者 学生選手権大会 62 名、全国ジュニアユース選手権大会 108 名 

(５) 第 12 回全国ユースフライト・エアロビック選手権大会 

・コロナウイルス感染拡大の影響により、動画審査で行った。 
期  日 3 月 11 日(金)～14 日(月) ※審査日 
参加者 105 名 

 (６) 第 17 回全国フライト・エアロビック選手権大会 

・コロナウイルス感染拡大の影響により、動画審査で行った。 
期  日 3 月 11 日(金)～14 日(月) ※審査日 
参加者 143 名 

(７) スポーツエアロビック 2021 

・地域のエアロビック普及を目的として「スポーツエアロビック大会」を開催した。 
  
神奈川三浦オープン 開催中止 

福岡オープン 開催中止 

富山オープン 
6 月 12 日（土）フライト競技 

6 月 13 日（日）公式競技 
富山市総合体育館 

参加者 68 名 

参加者 137 名 

  静岡オープン 7 月 3 日(土) フライト競技 さわやかアリーナ 参加者 68 名 

神奈川川崎オープン 7 月 17 日（土）公式競技/フライト競技 とどろきアリーナ 参加者 363 名 

大阪オープン 
7 月 24 日(土) フライト競技 

7 月 25 日（日）公式競技 
熊取町ひまわりドーム 

参加者 51 名 

参加者 170 名 

鳥取オープン 
8 月 28 日(土) フライト競技 

8 月 29 日(日)  公式競技 
三朝町総合スポーツセンター 

参加者 88 名 

参加者 132 名 

東北オープン 12 月 11 日(土) 公式競技/フライト競技 三友エンジニア体育文化センター 参加者 185 名 

東京オープン 
12 月 18 日(土) フライト競技  

12 月 19 日(日) 公式競技 
北区滝野川体育館 

参加者 174 名 

参加者 215 名 

(注記) 実施した全国大会予選 
①JOC ジュニアオリンピックカップ、シングル・トリオ部門予選 
②スズキジャパンカップ 2021 第 38 回全日本総合エアロビック選手権大会予選 
➂全国フライト･エアロビック選手権大会予選（全国大会は動画審査に移行） 
④全国ユースフライト・エアロビック選手権大会予選（全国大会は動画審査に移行） 

(８)リモート･コンテスト 

・コロナ禍の新しい競技会の形態として、動画審査による「リモート・コンテスト」を開催した。 

第 1 回 募集：5 月 1 日～6 月 6 日 審査：6 月 19 日(土)、20 日(日) 参加者 71 名 

第 2 回 募集：8 月 1 日～8 月 15 日 審査：8 月 28 日(土)、29 日(日) 参加者 117 名 

第 3 回 募集：2 月 1 日～2 月 28 日 審査：3 月 5 日(土)、6 日(日) 参加者 108 名 



(9) 第 12 回登録クラブエアロビック選手権大会 2021 

・競技エアロビック登録クラブの交流と競技力向上を目的に「登録クラブエアロビック選手権大
会」を開催した。 

期 日 7 月 3 日(土) 
会 場 さわやかアリーナ袋井市総合体育館 (静岡県袋井市) 
参加者 計 165 名 

 

(10) 国際大会への派遣 

・6 月開催の FIG 世界選手権大会、年齢別競技会(バクー、アゼルバイジャン)他、FIG 主催の国
際競技会は、コロナウィルスの世界的な感染拡大と日本国の隔離政策により派遣を中止した。 

 
(11) 国際体操連盟(FIG) 国際審判員資格取得オンライン講習会への派遣 

・FIG 主催 FIG 国際審判員資格取得講習会は、コロナウィルスの世界的な感染拡大によりオンライ
ンで実施されたが日本から 13 名(既存資格保持者）が受講した。 

 
２．資格付与に関する事業 

(１)エアロビック指導者養成講習会・研修会事業 

①JAF National Camp 2021～2022 

・各種指導者新規養成、資格更新研修会を一時期に集中して開催する「JAF National Camp2021- 
2022」は、コロナウイルス感染拡大防止のためオンライン講座を中心に開催した。 
当初予定していた対面による集合講座は、大半がコロナ禍のため中止となった。 

【期 間】 2021 年 11 月～2022 年 3 月 
講座/プログラム 受講者 

■新規養成講習会 

TA 養成講習会 
審判員中央研修会(A 級) 
審判員中央研修会(B 級) 
審判員中央研修会(C 級) 
エアロビック技能検定員養成講習会 

ジュニア・エアロビック技能検定員養成講習会 
スローエアロビック指導員養成講習会 

■中央研修会 

指導専門委員  

TA 中央研修会 
審判員中央研修会(S 級) 
審判員中央研修会(A 級) 
審判員中央研修会(B 級) 
審判員中央研修会(C 級) 
昇級試験 
JAF 資格更新研修会 

エアロビック技能検定員中央研修会 

ジュニア・エアロビック技能検定員中央研修会 
■一般対象プログラム 

新競技ルール説明 
エアロビック指導者向け“ライブ配信”スペシャルパック 

 
4 人 
2 人 
2 人 

47 人 
3 人 
2 人 
8 人 

 
45 人 
79 人 
36 人 
31 人 
27 人 
12 人 
11 人 
30 人 
40 人 

9 人 
 

68 人 
15 人 



 (２)日本スポーツ協会承認校、JAF 認定校と指導者養成の共催事業 

・日本スポーツ協会承認校と JAF 認定校と共催して、各種指導員の養成を行った。 

①公認エアロビックコーチ１の新規養成 

■承認校 

学校／会場 受講者 

北海道スポーツ専門大学 １名 
愛知学院大学 1 名 
志学館大学短期大学部 4 名 

 

■認定校 

学校／会場 受講者 

北翔大学  2 名 

盛岡大学短期大学部 ４名 
作新学院大学 １２名 

園田学園女子大学 ８名 

②アクアエアロビック指導員(Ⅱ種)養成講習会 

学校／会場 受講者 

作新学院大学 ９名 

園田学園女子大学 ７名 
 
３．体験活動等に関する事業 

(１)エアロビック技能検定事業 

・エアロビック技術向上と活動のモチベーションづくりとして、都道府県連盟および関係団体と
協力して技能検定会を年間を通してすすめた。 

・非対面による新しい検定会として、九州エリアを対象に「リモート検定会」を行った。 

■第 3 版エアロビック技能検定実績(人) 
級 受検者 合格者 登録者 
5 69 69 68 
4 77 77 77 
3 59 52 52 
2 40 34 34 
1 30 19 19 
特 14 6 6 

合計 289 名 257 名 256 名 

■ジュニア・エアロビック技能検定実績(人) 
級 受検者 合格者 登録者 
5 159 158 157 
4 139 123 123 
3 111 90 90 
2 141 69 69 
1 73 33 33 

合計 623 名 473 名 472 名 



【通算受検者数】52,856 人 【通算登録者数】37,954 人 
 

(２)生涯エアロビック普及事業 

①スローエアロビック普及支援事業 

・中高年層の健康体力づくりと健康寿命の延伸を目的に、スローエアロビック普及活動を都道府
県エアロビック連盟と一体となって促進した。 

・都道府県エアロビック連盟が実施する体験会事業、教室事業、指導者養成講習会・研修会事業
等に対して、スズキ(株)の特別協賛を得て活動支援を行った。 

    ・スローエアロビック普及活動を通じて、地域活動の活性化と県体協加盟の促進を図った。 

事業申請数 県連盟 246 件、本部 30 件 合計 276 件 

指導者養成数 受講者 258 人 
登録者 141 人  
（新規 101 人） 

②スポーツ拠点づくり推進事業(袋井事業) 

・「JOC ジュニアオリンピックカップ」の大会開催の他、地域活性化を目的に袋井市と袋井市商
工会議所等の協力、(一社)凸版印刷三幸会等の協賛を得て市民を対象にエアロビック普及の支
援をすすめた。 

③フィットネスレガシー「第 2 回つながりエクササイズ動画コンクール」事業 

・エアロビックの底辺拡大とフィットネスの普及、指導者間の交流を目的に(公財)健康・体力づ
くり事業財団、(公社)日本フィットネス協会と共催して動画コンクールを開催した。 

後 援 厚生労働省、スポーツ庁 

共  催  (公財)健康・体力づくり事業財団、(公社)日本フィットネス協会 

期 間 2021 年 9 月～2022 年 3 月末 

表 彰 厚生労働大臣賞、スポーツ庁長官賞、団体賞等 13 作品を表彰 

参加団体 56 チーム（参加者 830 名） 

④障害者エアロビック普及事業 

■全国アダプテッドエアロビック協議会との催事の開催協力 

・障がい者と健常者の交流大会として「第 21 回アダプテッドエアロビック大会」を全国アダ
プテッドエアロビック協議会と共催した。 

・また、障がい者の「スローエアロビック動画の制作と普及」を全国アダプテッドエアロビッ
ク協議会と協力して行った。 

■ナイスハート基金の指導者派遣の協力 

・(公財)ナイスハート基金が主催する障がい者と健常者がスポーツを通じて交流する「ふれあ
いのスポーツ広場」のイベントにエアロビック指導者派遣を計画したがコロナウイルス感染
拡大のためすべて中止となった。 

⑤学校体育への普及推進事業 

・(公財)鈴木道雄記念財団、（一社）凸版印刷三幸会の助成により、学校体育普及に関わる下記
の事業と活動を行った。 

・玉川学園（東京）の撮影協力を得て、中学校教員向けの動画教材を制作し、JAF ウェブサイ
トに公開した。また、オリジナル音楽を作成し各県の教育委員会等に CD1,000 枚を配布し
た。 



・対面による教員等向けの研修会を計画したが、コロナウイルス感染拡大のため中止となった。 
・オンラインによるリモート研修会を 2 回開催の他、学校体育普及委員会によるオンデマンド 

動画を作成し、JAF ウェブサイトに公開した。 

４．表彰・コンクールに関する事業 

(１)JAF 表彰事業 

・表彰規程に基づき、ジャパンカップ全国大会の会場で下記の表彰を行った。 

功労賞 6 名 本部推薦 

功労賞 4 名 県連盟推薦 

 

(２)日本スポーツ協会の表彰 

・日本スポーツ協会「2021 年度公認スポーツ指導者表彰」にエアロビック指導者 3 名を推薦した。 

(３)都道府県自治体等の表彰 

・自治体や都道府県体育協会による選手・指導者・チームの受賞結果を JAF ウェブサイトで随時 
紹介をすすめた。 

 

５．調査・資料収集に関する事業 

(１)機関誌発行事業 

①広報誌スマイルの発行 

・エアロビック普及と理解を目的に本連盟の広報誌を年 4 回発行した。スポーツ振興くじの助
成を受けて制作した。 

②JAF ウェブサイト他各種 SNS の運営 

・JAF ウェブサイトを使って、組織活動、競技エアロビック、生涯エアロビック等各種情報提供
をすすめた。また、「Facebook」「Instagram」などの SNS を利用して、タイムリーに身近な情
報提供に努めた。 

(２)指導ツール等の制作事業 

①「スローエアロビック」の音楽と動きつくり 

・スローエアロビックの初心者用プログラムを作成し、「スローエアロビックオンライン講座」
の動画として紹介した。 

・スローエアロビック指導員養成用の教材動画を作成し、関係者に配信した。 
・JAF オリジナル音楽を作成し、主な楽曲を 2022 年３月末発送の広報誌スマイルに CD として
同封して配布した。 

②「学校体育」のプログラムづくり 

・(公財)鈴木道雄記念財団の助成により、中学校体育のエアロビクス用オリジナル音楽と動画を
制作して、JAF ウェブサイトに公開した。 

・オリジナル音楽と動画の CD を制作し、全国都道府県教育委員会等に紹介した。 
 

Ⅱ．収益事業等 

１．相互扶助事業 

 (１)ブロック協議会の活動支援 

・ブロック内の共同事業、共同イベント等の開催を計画したがコロナウイルス感染拡大のため、
ブロック大会等の活動は 3 件となった。 

・全国ブロック代表者会議を通じて集計システムのクラウド化や今後の競技会運営について情報 



 共有をすすめた。 
【地域ブロック 10 区分】 
北海道ブロック、東北ブロック、関東ブロック、北陸ブロック、中部ブロック、近畿ブロック、
中国ブロック、四国ブロック、北九州ブロック、南九州ブロック 

 
Ⅲ．その他法人運営に必要な事業 

１．関連団体との協調と連携 

(１)中央省庁との協調と連携 

・文部科学省、厚生労働省、スポーツ庁等の関係省庁と大会後援名義の申請、関連事業の調整を
継続してすすめた。 

(２)日本オリンピック委員会(JOC)、日本スポーツ協会(JSPO)との協調と連携 

・日本オリンピック委員会(JOC)と JOC ジュニアオリンピックカップの開催を協力してすすめた。 
・日本スポーツ協会と「公認スポーツ指導者育成制度」の推進を協力してすすめた。 

(３)日本体操協会(JGA)との協調と連携 

・新型コロナの世界的な感染拡大により国際大会の派遣は中止となったが、適宜、状況の把握と
情報共有を図ってすすめた。 

・北九州市で開催された「体操世界選手権大会」にデモンストレーション派遣を行った。 
・JOC ジュニアオリンピックカップの開催を(公財)日本体操協会（JGA）と協力してすすめた。 

  (４) 日本アンチ・ドーピング機構（JADA)との強調と連携 

   ・全国大会出場選手及び日本代表選手に対して、E ラーニングでの学習及びリーフレット配布に 
よる事前学習を義務付けを行った。 

・日本代表シニア選手及びそのコーチに対して、オンラインでの JADA 主催講習会への参加の義 
務付けを行った。 

・広報誌「スマイル」や大会ブログラムに JADA の啓蒙広告を掲載するなど、広く啓蒙活動をす 
すめた。 

(５)内閣府による立ち入り検査 

   ・12 月、「事業、経理、法人運営」の観点から内閣府の立入検査が行われ、特段の問題なく終了 
した。 

(６)国会議員連盟との協調と連携 

・2022 年 3 月、超党派によるエアロビック普及推進議員連盟の総会を衆議院第二議員会館の会 
議室で開催し、県体育協会の加盟、スローエアロビック普及、学校体育の普及等の活動に対す 
る協力を依頼した。 

 
２．組織の整備と支援に関する事業 

(１)県連盟活動の活性化支援 

・都道府県連盟の組織強化並びに県連盟活動の促進を図るため、各都道府県のスズキ代理店に対
して県連盟の事業協賛の紹介を行った。 

(２)県体育協会加盟の推進と支援 

・2021 年度の都道府県体育協会の加盟状況は、次の通りとなった。 
加盟数 33 2022 年 3 月末現在 

未加盟数 14  ※別添資料 
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(３)賛助会員獲得の推進(法人･個人) 

・2021 年度の賛助会員の状況は、次の通りとなった。 

法人賛助会員 53 口 

法人特別賛助会員 10 社 
法人一般賛助会員 11 社 
エアロビック認定校 8 校 
競技登録クラブ 24 クラブ 

個人賛助会員 1,575 人 2022 年 3 月末現在 

(４)選手登録獲得の推進 

・2021 年度の選手登録の状況は、次の通りとなった。 

選手登録数 851 人 2022 年 3 月末現在 

 

３．専門委員会の活動 

(１)総務委員会 

・財務、事業、人事等、本連盟の組織運営全般について総括的に検討と問題解決を行った。 
・コロナウイルス感染防止によるスズキワールドカップ 2021 及び 2022 開催の検討や、FIG 世界

選手権大会/年齢別競技会への選手派遣に関する対応を行った。 
・スズキジャパンカップ全国大会の大会運営及び審判運営の検討と問題解決を行った。 

(２)審判委員会 

・審判技術向上と認定大会の審判員ノミネートや実施報告のとりまとめの他、2022 年度以降の審
判ノミネート方法について検討した。 

・コロナ禍のため大会前のオリエンテーションをオンラインで行い、このための動画を作成した。 
・コロナ禍のため動画審査による競技会の開催方法を検討した。 
・FIG COP(国際ルール)の改定に伴う国内ルールブックの作成や新種目の｢エアロダンス｣のルー

ル策定をすすめた。また、このための紹介映像の作成、審判員養成講習会・研修会の講習動画の
作成など、ルール改定と新種目導入の啓発とその準備を行った。 

・フライト競技用のルーティンや動画作成に関するサポートを行った。 

 (３)普及指導委員会 

・各種指導者資格のレポート採点、資格認定の合否判定を行った。 
・資格更新研修会用の動画作成の他、公認コーチ１の資格紹介動画を作成した。 
・広報誌スマイルの各分野別の企画編集の協力を行った。 

(４)選手強化委員会 

・コロナウイルス感染防止のため強化選手等を対象にオンライン練習会を開催した。 
・新規にジュニア検定課題動作の動画教材を作成した。 
・技の練習方法等の動画教材を複数作成し、JAF ウェブサイトより公開した。 
・広報誌スマイルへの執筆と情報提供を行った。 
・強化選手、強化候補選手のノミネートと合わせて強化方針 2022 を作成した。 

(５)学校体育普及推進委員会 

・中学生を対象とするエアロビクス授業の進め方をまとめ動画教材を作成した。 



・一般の教育関係者のエアロビクスに対する意識調査を行った。 
・指導者向けのリモート研修の他、委員各自でオンデマンド形式の動画を作成した。 

(６)コンプライアンス委員会 
・音楽著作権に関する問題を関係者と共有し、対応の検討をすすめた。 
・TBS 番組「炎の体育会 TV」に関する問題の整理とその対応を行った。 
・日本スポーツ仲裁機構(JSAA)のメンター派遣事業の支援により、「地域組織におけるスポー

ツガバナンス研修会」のオンライン研修会を行った。 

(７)広報委員会 

・都道府県連盟、登録クラブを対象に広報活動の在り方について、オンライン講習会を行った。 
・スズキジャパンカップの事前広報活動、大会当日の PR会社に対するサポート業務等を行った。 
・リモート強化合宿で選手に対して「メディアリテラシー」に関する指導を行った。 

(８)国際大会派遣会議 

・例年の通り、各国際大会への派遣基準を策定した。 
   ・FIG 世界選手権大会/年齢別競技会（POR）への派遣条件を JAF 事務局と検討した。 
   ・バーチャル大会（KOR）参加を検討し、スズキワールドカップ 2021 に参加できなかった選手 
    に出場をすすめた。 
 

４．スポーツガバナンスコードの公表と啓発 

  ・スポーツ庁、日本スポーツ協会が推進する「スポーツ団体ガバナンスコード」の整備をすすめ、
10 月末までに JAF ウェブサイトに公開した。 

 
 

以上 
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